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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原画像の画像情報から複数の色の色信号を発生する画像入力手段と、
　この画像入力手段により入力された各色画像信号を新たな色空間に変換し、濃度画像信
号を生成する色変換手段と、
　この色変換手段からの濃度画像信号、および、前記画像入力手段からの各色画像信号の
いずれか一方もしくは両方の信号に基づき画素ごとの属性を判断してその識別信号を２値
で生成する識別手段と、
　前記色変換手段からの濃度画像信号に対し所定の第１の画像処理を施すそれぞれが異な
る特性を持った複数の画像処理部を有し、これら複数の画像処理部の各出力を前記識別手
段からの識別信号により選択して出力する第１の画像処理手段と、
　この第１の画像処理手段からの画像信号に対し拡大または縮小倍率に基づく拡大または
縮小処理を施す画像拡大縮小手段と、前記識別手段からの識別信号に対し前記画像拡大縮
小手段の拡大または縮小処理に合わせた拡大または縮小処理を施す識別信号拡大縮小手段
と、
　前記画像拡大縮小手段からの拡大または縮小処理された画像信号に対し所定の第２の画
像処理を施すそれぞれが異なる特性を持った複数の画像処理部を有し、これら複数の画像
処理部の各出力を前記識別信号拡大縮小手段からの拡大または縮小処理された識別信号に
より選択して出力する第２の画像処理手段とを具備し、
　前記識別信号拡大縮小手段は、
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　前記識別手段からの識別信号に対し、前記画像拡大縮小手段の拡大または縮小倍率に対
応した拡大または縮小倍率に基づいて対象範囲となる画素情報を切り分けて保持する画素
切り分け手段と、
　この画素切り分け手段により切り分けられた対象範囲の画素情報の論理和、または、論
理積、または、最初あるいは最後などの定位置の画素値あるいは倍率に応じた重み付け加
算和の演算を行なうことにより拡大または縮小された画素の識別信号を生成する複数の演
算手段と、
　この複数の演算手段の各出力を外部から与えられる切換条件によって選択する選択手段
と、
　を具備したことを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　原画像の画像情報から複数の色の色信号を発生する画像入力手段と、
　この画像入力手段により入力された各色画像信号を新たな色空間に変換し、濃度画像信
号を生成する色変換手段と、
　この色変換手段からの濃度画像信号、および、前記画像入力手段からの各色画像信号の
いずれか一方もしくは両方の信号に基づき画素ごとの属性を判断してその識別信号を多値
で生成する識別手段と、
　前記色変換手段からの濃度画像信号に対し所定の第１の画像処理を施すそれぞれが異な
る特性を持った複数の画像処理部を有し、これら複数の画像処理部の各出力を前記識別手
段からの識別信号により選択して出力する第１の画像処理手段と、
　この第１の画像処理手段からの画像信号に対し拡大または縮小倍率に基づく拡大または
縮小処理を施す画像拡大縮小手段と、前記識別手段からの識別信号に対し前記画像拡大縮
小手段の拡大または縮小処理に合わせた拡大または縮小処理を施す識別信号拡大縮小手段
と、
　前記画像拡大縮小手段からの拡大または縮小処理された画像信号に対し所定の第２の画
像処理を施すそれぞれが異なる特性を持った複数の画像処理部を有し、これら複数の画像
処理部の各出力を前記識別信号拡大縮小手段からの拡大または縮小処理された識別信号に
より選択して出力する第２の画像処理手段とを具備し、
　前記識別信号拡大縮小手段は、
　前記識別手段からの識別信号に対し、前記画像拡大縮小手段の拡大または縮小倍率に対
応した拡大または縮小倍率に基づいて対象範囲となる画素情報を切り分けて保持する画素
切り分け手段と、
　この画素切り分け手段により切り分けられた対象範囲の画素情報の最初あるいは最後な
どの定位置の画素値、または、対象画素中の最大値あるいは最小値、または、倍率に応じ
た重み付け加算和の演算を行なうことにより拡大または縮小された画素の識別信号を生成
する複数の演算手段と、
　この複数の演算手段の各出力を外部から与えられる切換条件によって選択する選択手段
と、
　を具備したことを特徴とする画像処理装置。
【請求項３】
　前記選択手段に入力される外部から与えられる切換条件は、外部入力操作により選択さ
れる拡大もしくは縮小倍率、または、原稿種別、または、画像処理調整値であることを特
徴とする請求項１または請求項２記載の画像処理装置。
【請求項４】
　原画像の画像情報から複数の色の色信号を発生する画像入力手段と、
　この画像入力手段により入力された各色画像信号を新たな色空間に変換し、濃度画像信
号を生成する色変換手段と、
　この色変換手段からの濃度画像信号、および、前記画像入力手段からの前もって入力さ
れた各色画像信号のいずれか一方もしくは両方の信号に基づき入力画像を１つ以上の領域
に分割し、この分割した領域ごとの属性を判断してその領域識別信号を生成する領域識別
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手段と、
　前記色変換手段からの濃度画像信号、前記画像入力手段からの各色画像信号のいずれか
一方もしくは両方の信号、および、前記領域識別手段からの領域識別信号に基づき画素ご
との属性を判断してその属性識別信号を２値で生成する属性識別手段と、
　前記色変換手段からの濃度画像信号に対し所定の第１の画像処理を施すそれぞれが異な
る特性を持った複数の画像処理部を有し、これら複数の画像処理部の各出力を前記属性識
別手段からの属性識別信号により選択して出力する第１の画像処理手段と、
　この第１の画像処理手段からの画像信号に対し拡大または縮小倍率に基づく拡大または
縮小処理を施す画像拡大縮小手段と、
　前記属性識別手段からの属性識別信号に対し前記画像拡大縮小手段の拡大または縮小処
理に合わせた拡大または縮小処理を施す識別信号拡大縮小手段と、
　前記画像拡大縮小手段からの拡大または縮小処理された画像信号に対し所定の第２の画
像処理を施すそれぞれが異なる特性を持った複数の画像処理部を有し、これら複数の画像
処理部の各出力を前記識別信号拡大縮小手段からの拡大または縮小処理された識別信号に
より選択して出力する第２の画像処理手段とを具備し、
　前記識別信号拡大縮小手段は、
　前記属性識別手段からの属性識別信号に対し、前記画像拡大縮小手段の拡大または縮小
倍率に対応した拡大または縮小倍率に基づいて対象範囲となる画素情報を切り分けて保持
する画素切り分け手段と、
　この画素切り分け手段により切り分けられた対象範囲の画素情報の論理和、または、論
理積、または、最初あるいは最後などの定位置の画素値あるいは倍率に応じた重み付け加
算和の演算を行なうことにより拡大または縮小された画素の識別信号を生成する複数の演
算手段と、
　この複数の演算手段の各出力を外部から与えられる切換条件、および、前記領域識別手
段からの領域識別信号によって選択する選択手段と、
　を具備したことを特徴とする画像処理装置。
【請求項５】
　原画像の画像情報から複数の色の色信号を発生する画像入力手段と、
　この画像入力手段により入力された各色画像信号を新たな色空間に変換し、濃度画像信
号を生成する色変換手段と、
　この色変換手段からの濃度画像信号、および、前記画像入力手段からの前もって入力さ
れた各色画像信号のいずれか一方もしくは両方の信号に基づき入力画像を１つ以上の領域
に分割し、この分割した領域ごとの属性を判断してその領域識別信号を生成する領域識別
手段と、
　前記色変換手段からの濃度画像信号、前記画像入力手段からの各色画像信号のいずれか
一方もしくは両方の信号、および、前記領域識別手段からの領域識別信号に基づき画素ご
との属性を判断してその属性識別信号を多値で生成する属性識別手段と、
　前記色変換手段からの濃度画像信号に対し所定の第１の画像処理を施すそれぞれが異な
る特性を持った複数の画像処理部を有し、これら複数の画像処理部の各出力を前記属性識
別手段からの属性識別信号により選択して出力する第１の画像処理手段と、
　この第１の画像処理手段からの画像信号に対し拡大または縮小倍率に基づく拡大または
縮小処理を施す画像拡大縮小手段と、
　前記属性識別手段からの属性識別信号に対し前記画像拡大縮小手段の拡大または縮小処
理に合わせた拡大または縮小処理を施す識別信号拡大縮小手段と、
　前記画像拡大縮小手段からの拡大または縮小処理された画像信号に対し所定の第２の画
像処理を施すそれぞれが異なる特性を持った複数の画像処理部を有し、これら複数の画像
処理部の各出力を前記識別信号拡大縮小手段からの拡大または縮小処理された識別信号に
より選択して出力する第２の画像処理手段とを具備し、
　前記識別信号拡大縮小手段は、
　前記属性識別手段からの属性識別信号に対し、前記画像拡大縮小手段の拡大または縮小
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倍率に対応した拡大または縮小倍率に基づいて対象範囲となる画素情報を切り分けて保持
する画素切り分け手段と、
　この画素切り分け手段により切り分けられた対象範囲の画素情報の最初あるいは最後な
どの定位置の画素値、または、対象画素中の最大値あるいは最小値、または、倍率に応じ
た重み付け加算和の演算を行なうことにより拡大または縮小された画素の識別信号を生成
する複数の演算手段と、
　この複数の演算手段の各出力を外部から与えられる切換条件、および、前記領域識別手
段からの領域識別信号によって選択する選択手段と、
　を具備したことを特徴とする画像処理装置。
【請求項６】
　前記選択手段に入力される外部から与えられる切換条件は、外部入力操作により選択さ
れる拡大もしくは縮小倍率、または、原稿種別、または、画像処理調整値であることを特
徴とする請求項４または請求項５記載の画像処理装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、たとえば、原稿上のカラー画像を読取って入力し、その複製画像を形成するデ
ジタル式複写機などの画像形成装置において、入力された画像信号に対して色変換処理や
拡大または縮小処理などを行なう画像処理装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、デジタル式複写機やレーザープリンタでは、より鮮明で好感の持たれる出力画像
を実現するため、入力原稿や入力画像信号を画素や領域ごとに文字とそれ以外の種別など
とに識別し、その識別信号によって内部での画像処理方法の切換を行なっている。
【０００３】
そして、ユーザの要求などで入力画像を拡大または縮小して出力画像を生成する場合、入
力される原画像に対し拡大または縮小処理を行なうことは当然だが、画像処理の構成によ
っては、上記識別信号の拡大または縮小処理も行なわれる。従来、これらの演算を入力画
像の特性を考慮することなく、固定の識別信号の拡大縮小処理が行なわれてきた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、入力画像が写真などの階調重視の画像であるか、文字画像であるか、また、カラ
ー画像であるかモノクロ画像であるかなどによって、適した画像処理がそれぞれ異なる場
合がある。これらを考慮せず、単に識別信号に対し拡大縮小処理を行なうと、その結果、
得られる識別信号が原稿の特性に合わない画像処理を選択する場合が起こる。
【０００５】
そこで、本発明は、原画像とのずれが少ない拡大縮小処理が行なえ、出力画像の高画質化
が図れる画像処理装置を提供することを目的とする。
【０００６】
また、本発明は、入力がカラー画像の場合、各色にそれぞれ画像の特性や色の特性を考慮
することで更に出力画像の高画質化が図れる画像処理装置を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　本発明の画像処理装置は、原画像の画像情報から複数の色の色信号を発生する画像入力
手段と、この画像入力手段により入力された各色画像信号を新たな色空間に変換し、濃度
画像信号を生成する色変換手段と、この色変換手段からの濃度画像信号、および、前記画
像入力手段からの各色画像信号のいずれか一方もしくは両方の信号に基づき画素ごとの属
性を判断してその識別信号を２値で生成する識別手段と、前記色変換手段からの濃度画像
信号に対し所定の第１の画像処理を施すそれぞれが異なる特性を持った複数の画像処理部
を有し、これら複数の画像処理部の各出力を前記識別手段からの識別信号により選択して
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出力する第１の画像処理手段と、この第１の画像処理手段からの画像信号に対し拡大また
は縮小倍率に基づく拡大または縮小処理を施す画像拡大縮小手段と、前記識別手段からの
識別信号に対し前記画像拡大縮小手段の拡大または縮小処理に合わせた拡大または縮小処
理を施す識別信号拡大縮小手段と、前記画像拡大縮小手段からの拡大または縮小処理され
た画像信号に対し所定の第２の画像処理を施すそれぞれが異なる特性を持った複数の画像
処理部を有し、これら複数の画像処理部の各出力を前記識別信号拡大縮小手段からの拡大
または縮小処理された識別信号により選択して出力する第２の画像処理手段とを具備し、
前記識別信号拡大縮小手段は、前記識別手段からの識別信号に対し、前記画像拡大縮小手
段の拡大または縮小倍率に対応した拡大または縮小倍率に基づいて対象範囲となる画素情
報を切り分けて保持する画素切り分け手段と、この画素切り分け手段により切り分けられ
た対象範囲の画素情報の論理和、または、論理積、または、最初あるいは最後などの定位
置の画素値あるいは倍率に応じた重み付け加算和の演算を行なうことにより拡大または縮
小された画素の識別信号を生成する複数の演算手段と、この複数の演算手段の各出力を外
部から与えられる切換条件によって選択する選択手段とを具備している。
【０００８】
　また、本発明の画像処理装置は、原画像の画像情報から複数の色の色信号を発生する画
像入力手段と、この画像入力手段により入力された各色画像信号を新たな色空間に変換し
、濃度画像信号を生成する色変換手段と、この色変換手段からの濃度画像信号、および、
前記画像入力手段からの各色画像信号のいずれか一方もしくは両方の信号に基づき画素ご
との属性を判断してその識別信号を多値で生成する識別手段と、前記色変換手段からの濃
度画像信号に対し所定の第１の画像処理を施すそれぞれが異なる特性を持った複数の画像
処理部を有し、これら複数の画像処理部の各出力を前記識別手段からの識別信号により選
択して出力する第１の画像処理手段と、この第１の画像処理手段からの画像信号に対し拡
大または縮小倍率に基づく拡大または縮小処理を施す画像拡大縮小手段と、前記識別手段
からの識別信号に対し前記画像拡大縮小手段の拡大または縮小処理に合わせた拡大または
縮小処理を施す識別信号拡大縮小手段と、前記画像拡大縮小手段からの拡大または縮小処
理された画像信号に対し所定の第２の画像処理を施すそれぞれが異なる特性を持った複数
の画像処理部を有し、これら複数の画像処理部の各出力を前記識別信号拡大縮小手段から
の拡大または縮小処理された識別信号により選択して出力する第２の画像処理手段とを具
備し、前記識別信号拡大縮小手段は、前記識別手段からの識別信号に対し、前記画像拡大
縮小手段の拡大または縮小倍率に対応した拡大または縮小倍率に基づいて対象範囲となる
画素情報を切り分けて保持する画素切り分け手段と、この画素切り分け手段により切り分
けられた対象範囲の画素情報の最初あるいは最後などの定位置の画素値、または、対象画
素中の最大値あるいは最小値、または、倍率に応じた重み付け加算和の演算を行なうこと
により拡大または縮小された画素の識別信号を生成する複数の演算手段と、この複数の演
算手段の各出力を外部から与えられる切換条件によって選択する選択手段とを具備してい
る。
【０００９】
　また、本発明の画像処理装置は、原画像の画像情報から複数の色の色信号を発生する画
像入力手段と、この画像入力手段により入力された各色画像信号を新たな色空間に変換し
、濃度画像信号を生成する色変換手段と、この色変換手段からの濃度画像信号、および、
前記画像入力手段からの前もって入力された各色画像信号のいずれか一方もしくは両方の
信号に基づき入力画像を１つ以上の領域に分割し、この分割した領域ごとの属性を判断し
てその領域識別信号を生成する領域識別手段と、前記色変換手段からの濃度画像信号、前
記画像入力手段からの各色画像信号のいずれか一方もしくは両方の信号、および、前記領
域識別手段からの領域識別信号に基づき画素ごとの属性を判断してその属性識別信号を２
値で生成する属性識別手段と、前記色変換手段からの濃度画像信号に対し所定の第１の画
像処理を施すそれぞれが異なる特性を持った複数の画像処理部を有し、これら複数の画像
処理部の各出力を前記属性識別手段からの属性識別信号により選択して出力する第１の画
像処理手段と、この第１の画像処理手段からの画像信号に対し拡大または縮小倍率に基づ
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く拡大または縮小処理を施す画像拡大縮小手段と、前記属性識別手段からの属性識別信号
に対し前記画像拡大縮小手段の拡大または縮小処理に合わせた拡大または縮小処理を施す
識別信号拡大縮小手段と、前記画像拡大縮小手段からの拡大または縮小処理された画像信
号に対し所定の第２の画像処理を施すそれぞれが異なる特性を持った複数の画像処理部を
有し、これら複数の画像処理部の各出力を前記識別信号拡大縮小手段からの拡大または縮
小処理された識別信号により選択して出力する第２の画像処理手段とを具備し、前記識別
信号拡大縮小手段は、前記属性識別手段からの属性識別信号に対し、前記画像拡大縮小手
段の拡大または縮小倍率に対応した拡大または縮小倍率に基づいて対象範囲となる画素情
報を切り分けて保持する画素切り分け手段と、この画素切り分け手段により切り分けられ
た対象範囲の画素情報の論理和、または、論理積、または、最初あるいは最後などの定位
置の画素値あるいは倍率に応じた重み付け加算和の演算を行なうことにより拡大または縮
小された画素の識別信号を生成する複数の演算手段と、この複数の演算手段の各出力を外
部から与えられる切換条件、および、前記領域識別手段からの領域識別信号によって選択
する選択手段とを具備している。
【００１０】
　さらに、本発明の画像処理装置は、原画像の画像情報から複数の色の色信号を発生する
画像入力手段と、この画像入力手段により入力された各色画像信号を新たな色空間に変換
し、濃度画像信号を生成する色変換手段と、この色変換手段からの濃度画像信号、および
、前記画像入力手段からの前もって入力された各色画像信号のいずれか一方もしくは両方
の信号に基づき入力画像を１つ以上の領域に分割し、この分割した領域ごとの属性を判断
してその領域識別信号を生成する領域識別手段と、前記色変換手段からの濃度画像信号、
前記画像入力手段からの各色画像信号のいずれか一方もしくは両方の信号、および、前記
領域識別手段からの領域識別信号に基づき画素ごとの属性を判断してその属性識別信号を
多値で生成する属性識別手段と、前記色変換手段からの濃度画像信号に対し所定の第１の
画像処理を施すそれぞれが異なる特性を持った複数の画像処理部を有し、これら複数の画
像処理部の各出力を前記属性識別手段からの属性識別信号により選択して出力する第１の
画像処理手段と、この第１の画像処理手段からの画像信号に対し拡大または縮小倍率に基
づく拡大または縮小処理を施す画像拡大縮小手段と、前記属性識別手段からの属性識別信
号に対し前記画像拡大縮小手段の拡大または縮小処理に合わせた拡大または縮小処理を施
す識別信号拡大縮小手段と、前記画像拡大縮小手段からの拡大または縮小処理された画像
信号に対し所定の第２の画像処理を施すそれぞれが異なる特性を持った複数の画像処理部
を有し、これら複数の画像処理部の各出力を前記識別信号拡大縮小手段からの拡大または
縮小処理された識別信号により選択して出力する第２の画像処理手段とを具備し、前記識
別信号拡大縮小手段は、前記属性識別手段からの属性識別信号に対し、前記画像拡大縮小
手段の拡大または縮小倍率に対応した拡大または縮小倍率に基づいて対象範囲となる画素
情報を切り分けて保持する画素切り分け手段と、この画素切り分け手段により切り分けら
れた対象範囲の画素情報の最初あるいは最後などの定位置の画素値、または、対象画素中
の最大値あるいは最小値、または、倍率に応じた重み付け加算和の演算を行なうことによ
り拡大または縮小された画素の識別信号を生成する複数の演算手段と、この複数の演算手
段の各出力を外部から与えられる切換条件、および、前記領域識別手段からの領域識別信
号によって選択する選択手段とを具備している。
【００１１】
本発明によれば、入力画像の特性などによって識別信号の拡大縮小処理方法を切換え、そ
の結果、得られた識別信号に基づき、入力画像に合った画像処理を選択することで、出力
画像の高画質化が図れる。
【００１２】
また、入力がカラー画像の場合、各色にそれぞれ画像の特性や色の特性を考慮することで
、更に出力画像の高画質化が図れる。
【００１３】
【発明の実施の形態】
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以下、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
【００１４】
まず、第１の実施の形態について説明する。
【００１５】
図１は、本発明に係る画像処理装置が適用される、原稿上のカラー画像を読取ってその複
製画像を形成するデジタル式カラー複写機などの画像形成装置の内部構成を概略的に示し
ている。この画像形成装置は、大別して、原稿上のカラー画像を読取って入力する画像入
力手段としてのカラースキャナ部１と、入力されたカラー画像の複製画像を形成する画像
出力手段としてのカラープリンタ部２とから構成されている。
【００１６】
カラースキャナ部１は、その上部に原稿台カバー３を有し、閉じた状態にある原稿台カバ
ー３に対向配設され、原稿がセットされる透明ガラスからなる原稿台４を有している。原
稿台４の下方には、原稿台４上に載置された原稿を照明する露光ランプ５、露光ランプ５
からの光を原稿に集光させるためのリフレクタ６、および、原稿からの反射光を図面に対
して左方向に折り曲げる第１ミラー７などが配設されている。露光ランプ５、リフレクタ
６、および、第１ミラー７は、第１キャリッジ８に固定されている。第１キャリッジ８は
、図示しない歯付きベルトなどを介して図示しないパルスモータによって駆動されること
により、原稿台４の下面に沿って平行移動されるようになっている。
【００１７】
第１キャリッジ８に対して図中左側、すなわち、第１ミラー７により反射された光が案内
される方向には、図示しない駆動機構（たとえば、歯付きベルト並びに直流モータなど）
を介して原稿台４と平行に移動可能に設けられた第２キャリッジ９が配設されている。第
２キャリッジ９には、第１ミラー７により案内される原稿からの反射光を図中下方に折り
曲げる第２ミラー１１、および、第２ミラー１１からの反射光を図中右方向に折り曲げる
第３ミラー１２が互いに直角に配置されている。第２キャリッジ９は、第１キャリッジ８
に従動されるとともに、第１キャリッジ８に対して１／２の速度で原稿台４に沿って平行
移動されるようになっている。
【００１８】
第２，第３ミラー１１，１２で折り返された光の光軸を含む面内には、第３ミラー１２か
らの反射光を所定の倍率で結像させる結像レンズ１３が配置され、結像レンズ１３を通過
した光の光軸と略直交する面内には、結像レンズ１３により集束性が与えられた反射光を
電気信号に変換するＣＣＤ形カラーイメージセンサ（光電変換素子）１５が配設されてい
る。
【００１９】
しかして、露光ランプ５からの光をリフレクタ６により原稿台４上の原稿に集光させると
、原稿からの反射光は、第１ミラー７、第２ミラー１１、第３ミラー１２、および、結像
レンズ１３を介してカラーイメージセンサ１５に入射され、ここで入射光がＲ（レッド）
，Ｇ（グリーン），Ｂ（ブルー）の光の３原色に応じた電気信号に変換される。
【００２０】
カラープリンタ部２は、周知の減色混合法に基づいて、各色成分ごとに色分解された画像
、すなわち、イエロウ（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）、およよび、ブラック（Ｋ
）の４色の画像をそれぞれ形成する第１～第４の画像形成部１０ｙ，１０ｍ，１０ｃ，１
０ｋを有している。
【００２１】
各画像形成部１０ｙ，１０ｍ，１０ｃ，１０ｋの下方には、各画像形成部により形成され
た各色ごとの画像を図中矢印ａ方向に搬送する搬送手段としての搬送ベルト２１を含む搬
送機構２０が配設されている。搬送ベルト２１は、図示しないモータにより矢印ａ方向に
回転される駆動ローラ９１と、駆動ローラ９１から所定距離離間された従動ローラ９２と
の間に巻回されて張設され、矢印ａ方向に一定速度で無端走行される。なお、各画像形成
部１０ｙ，１０ｍ，１０ｃ，１０ｋは、搬送ベルト２１の搬送方向に沿って直列に配設さ
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れている。
【００２２】
各画像形成部１０ｙ，１０ｍ，１０ｃ，１０ｋは、それぞれ搬送ベルト２１と接する位置
で外周面が同一の方向に回転可能に形成された像担持体としての感光体ドラム６１ｙ，６
１ｍ，６１ｃ，６１ｋを含んでいる。各感光体ドラム６１ｙ，６１ｍ，６１ｃ，６１ｋは
、図示しないモータにより所定の周速度で回転されるようになっている。
【００２３】
各感光体ドラム６１ｙ，６１ｍ，６１ｃ，６１ｋは、その軸線が互いに等間隔になるよう
に配設されているとともに、その軸線は搬送ベルト２１により画像が搬送される方向と直
交するよう配設されている。なお、以下の説明においては、各感光体ドラム６１ｙ，６１
ｍ，６１ｃ，６１ｋの軸線方向を主走査方向（第２の方向）とし、感光体ドラム６１ｙ，
６１ｍ，６１ｃ，６１ｋの回転方向、すなわち、搬送ベルト２１の回転方向（図中矢印ａ
方向）を副走査方向（第１の方向）とする。
【００２４】
各感光体ドラム６１ｙ，６１ｍ，６１ｃ，６１ｋの周囲には、主走査方向に延出された帯
電手段としての帯電装置６２ｙ，６２ｍ，６２ｃ，６２ｋ、除電装置６３ｙ，６３ｍ，６
３ｃ，６３ｋ、主走査方向に同様に延出された現像手段としての現像ローラ６４ｙ，６４
ｍ，６４ｃ，６４ｋ、下撹拌ローラ６７ｙ，６７ｍ，６７ｃ，６７ｋ、上撹拌ローラ６８
ｙ，６８ｍ，６８ｃ，６８ｋ、主走査方向に同様に延出された転写手段としての転写装置
９３ｙ，９３ｍ，９３ｃ，９３ｋ、主走査方向に同様に延出されたクリーニングブレード
６５ｙ，６５ｍ，６５ｃ，６５ｋ、および、排トナー回収スクリュ６６ｙ，６６ｍ，６６
ｃ，６６ｋが、それぞれ感光体ドラム６１ｙ，６１ｍ，６１ｃ，６１ｋの回転方向に沿っ
て順に配置されている。
【００２５】
なお、各転写装置９３ｙ，９３ｍ，９３ｃ，９３ｋは、対応する感光体ドラム６１ｙ，６
１ｍ，６１ｃ，６１ｋとの間で搬送ベルト２１を狭持する位置、すなわち、搬送ベルト２
１の内側に配設されている。また、後述する露光装置５０による露光ポイントは、それぞ
れ帯電装置６２ｙ，６２ｍ，６２ｃ，６２ｋと現像ローラ６４ｙ，６４ｍ，６４ｃ，６４
ｋとの間の感光体ドラム６１ｙ，６１ｍ，６１ｃ，６１ｋの外周面上に形成される。
【００２６】
搬送機構２０の下方には、各画像形成部１０ｙ，１０ｍ，１０ｃ，１０ｋにより形成され
た画像を転写する被画像形成媒体（記録媒体）としての用紙Ｐを複数枚収容した用紙カセ
ット２２ａ，２２ｂが配置されている。
【００２７】
用紙カセット２２ａ，２２ｂの一端部であって、従動ローラ９２に近接する側には、用紙
カセット２２ａ，２２ｂに収容されている用紙Ｐをその最上部から１枚ずつ取出すピック
アップローラ２３ａ，２３ｂが配置されている。ピックアップローラ２３ａ，２３ｂと従
動ローラ９２との間には、用紙カセット２２ａ，２２ｂから取出された用紙Ｐの先端と画
像形成部１０ｙの感光体ドラム６１ｙに形成されたｙトナー像の先端とを整合させるため
のレジストローラ２４が配置されている。
【００２８】
なお、他の感光体ドラム６１ｙ，６１ｍ，６１ｃに形成されたトナー像は、搬送ベルト２
１上を搬送される用紙Ｐの搬送タイミングに合せて各転写位置に供給される。
【００２９】
レジストローラ２４と第１の画像形成部１０ｙとの間であって、従動ローラ９２の近傍、
すなわち、実質的に搬送ベルト２１を挟んで従動ローラ９２の外周上には、レジストロー
ラ２４を介して所定のタイミングで搬送される用紙Ｐに静電吸着力を付与するための吸着
ローラ２６が配設されている。なお、吸着ローラ２６の軸線と従動ローラ９２の軸線とは
、互いに平行になるように設定されている。
【００３０】
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搬送ベルト２１の一端であって、駆動ローラ９１の近傍、すなわち、実質的に搬送ベルト
２１を挟んで駆動ローラ９１の外周上には、搬送ベルト２１上に形成された画像の位置を
検知するための位置ずれセンサ９６が配設されている。位置ずれセンサ９６は、たとえば
、透過形あるいは反射形の光センサにより構成される。
【００３１】
駆動ローラ９１の外周上であって、位置ずれセンサ９６の下流側の搬送ベルト２１上には
、搬送ベルト２１上に付着したトナーあるいは用紙Ｐの紙かすなどを除去するための搬送
ベルトクリーニング装置９５が配置されている。
【００３２】
搬送ベルト２１を介して搬送された用紙Ｐが駆動ローラ９１から離脱されて、さらに搬送
される方向には、用紙Ｐを所定温度に加熱することにより用紙Ｐに転写されたトナー像を
溶融し、トナー像を用紙Ｐに定着させる定着装置８０が配設されている。定着装置８０は
、ヒー卜ロ一ラ対８１、オイル塗付ローラ８２，８３、ウェブ巻取りローラ８４、ウェブ
ローラ８５、ウェブ押付けローラ８６とから構成されている。用紙Ｐ上に形成されたトナ
ーを用紙に定着させ、排紙ローラ対８７により排出される。
【００３３】
各感光体ドラム６１ｙ，６１ｍ，６１ｃ，６１ｋの外周面上にそれぞれ色分解された静電
潜像を形成する露光装置５０は、後述する画像処理装置３６にて色分解された各色ごとの
画像データ（Ｙ，Ｍ，Ｃ，Ｋ）に基づいて発光制御される半導体レーザ発振器６０を有し
ている。半導体レーザ発振器６０の光路上には、レーザビーム光を反射、走査するポリゴ
ンモータ５４に回転されるポリゴンミラー５１、および、ポリゴンミラー５１を介して反
射されたレーザビーム光の焦点を補正して結像させるためのｆθレンズ５２，５３が順に
設けられている。
【００３４】
ｆθレンズ５３と各感光体ドラム６１ｙ，６１ｍ，６１ｃ，６１ｋとの間には、ｆθレン
ズ５３を通過した各色ごとのレーザビーム光を各感光体ドラム６１ｙ，６１ｍ，６１ｃ，
６１ｋの露光位置に向けて折り曲げる第１の折り返しミラー５５ｙ，５５ｍ，５５ｃ，５
５ｋ、および、第１の折り返しミラー５５ｙ，５５ｍ，５５ｃにより折り曲げられたレー
ザビーム光を更に折り曲げる第２および第３の折り返しミラー５６ｙ，５６ｍ，５６ｃ、
５７ｙ，５７ｍ，５７ｃが配置されている。
【００３５】
なお、黒用のレーザービーム光は、第１の折り返しミラー５５ｋにより折り返された後、
他のミラーを経由せずに感光体ドラム６１ｋ上に案内されるようになっている。
【００３６】
図２は、図１に示した画像形成装置の電気的接続および制御のための信号の流れを概略的
に表わすブロック図を示している。図２において、制御系は、主制御部３０内のメインＣ
ＰＵ（セントラル・プロセッシング・ユニット）９１、カラースキャナ部１のスキャナＣ
ＰＵ１００、および、カラープリンタ部２のプリンタＣＰＵ１１０の３つのＣＰＵで構成
される。
【００３７】
メインＣＰＵ９１は、プリンタＣＰＵ１１０と共有ＲＡＭ（ランダム・アクセス・メモリ
）３５を介して双方向通信を行なうものであり、メインＣＰＵ９１は動作指示をだし、プ
リンタＣＰＵ１１０は状態ステータスを返すようになっている。プリンタＣＰＵ１１０と
スキャナＣＰＵ１００はシリアル通信を行ない、プリンタＣＰＵ１１０は動作指示をだし
、スキャナＣＰＵ１００は状態ステータスを返すようになっている。
【００３８】
操作パネル４０は、液晶表示部４２、各種操作キー４３、および、これらが接続されたパ
ネルＣＰＵ４１を有し、メインＣＰＵ９１に接続されている。
【００３９】
主制御部３０は、メインＣＰＵ９１、ＲＯＭ（リード・オンリ・メモリ）３２、ＲＡＭ３
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３、ＮＶＲＡＭ３４、共有ＲＡＭ３５、画像処理装置３６、ページメモリ制御部３７、ペ
ージメモリ３８、プリンタコントローラ３９、および、プリンタフォントＲＯＭ１２１に
よって構成されている。
【００４０】
メインＣＰＵ９１は、全体的な制御を司るものである。ＲＯＭ３２は、制御プログラムな
どが記憶されている。ＲＡＭ３３は、一時的にデータを記憶するものである。
【００４１】
ＮＶＲＡＭ（持久ランダム・アクセス・メモリ：ｎｏｎｖｏｌａｔｉｌｅ　ＲＡＭ）３４
は、バッテリ（図示しない）にバックアップされた不揮発性のメモリであり、電源を遮断
しても記憶データを保持するようになっている。
【００４２】
共有ＲＡＭ３５は、メインＣＰＵ９１とプリンタＣＰＵ１１０との間で、双方向通信を行
なうために用いるものである。
【００４３】
ページメモリ制御部３７は、ページメモリ３８に対して画像情報を記憶したり、読出した
りするものである。ページメモリ３８は、複数ページ分の画像情報を記憶できる領域を有
し、カラースキャナ部１からの画像情報を圧縮したデータを１ページ分ごとに記憶可能に
形成されている。
【００４４】
プリンタフォントＲＯＭ１２１には、プリントデータに対応するフォントデータが記憶さ
れている。プリンタコントローラ３９は、パーソナルコンピュータなどの外部機器１２２
からのプリントデータを、そのプリントデータに付与されている解像度を示すデータに応
じた解像度でプリンタフォントＲＯＭ１２１に記憶されているフォントデータを用いて画
像データに展開するものである。
【００４５】
カラースキャナ部１は、全体の制御を司るスキャナＣＰＵ１００、制御プログラムなどが
記憶されているＲＯＭ１０１、データ記憶用のＲＡＭ１０２、前記カラーイメージセンサ
１５を駆動するＣＣＤドライバ１０３、前記第１キャリッジ８などを移動する走査モータ
の回転を制御する走査モータドライバ１０４、および、画像補正部１０５などによって構
成されている。
【００４６】
画像補正部１０５は、カラーイメージセンサ１５から出力されるＲ，Ｇ，Ｂのアナログ信
号をそれぞれデジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換回路、カラーイメージセンサ１５のばら
つき、あるいは、周囲の温度変化などに起因するカラーイメージセンサ１５からの出力信
号に対するスレッショルドレベルの変動を補正するためのシェーディング補正回路、およ
び、シェーディング補正回路からのシェーディング補正されたデジタル信号を一旦記憶す
るラインメモリなどから構成されている。
【００４７】
カラープリンタ部２は、全体の制御を司るプリンタＣＰＵ１１０、制御プログラムなどが
記憶されているＲＯＭ１１１、データ記憶用のＲＡＭ１１２、前記半導体レーザ発振器６
０を駆動するレーザドライバ１１３、前記露光装置５０のポリゴンモータ５４を駆動する
ポリゴンモータドライバ１１４、前記搬送機構２０による用紙Ｐの搬送を制御する搬送制
御部１１５、前記帯電装置、現像ローラ、および、転写装置を用いて帯電、現像、転写を
行なうプロセスを制御するプロセス制御部１１６、前記定着装置８０を制御する定着制御
部１１７、および、オプションを制御するオプション制御部１１８などによって構成され
ている。
【００４８】
なお、画像処理装置３６、ページメモリ３８、プリンタコントローラ３９、画像補正部１
０５、および、レーザドライバ１１３は、画像データバス１２０によって接続されている
。



(11) JP 4101983 B2 2008.6.18

10

20

30

40

50

【００４９】
図３は、前記画像処理装置３６の構成を概略的に示している。この画像処理装置３６は、
カラースキャナ部１からの画像データに対し色変換処理などを行なう入力部２００、入力
部２００からの画像信号（以後、画像データとも言う）を基に文字、非文字などの識別信
号を生成する識別手段としての識別部２１Ｏ、入力部２００からの画像信号に対しフィル
タなどの処理を行ない、かつ、その処理方法などを識別部２１０からの識別信号にしたが
って切換える第１の画像処理手段としての第１の処理部２２０、識別部２１０からの識別
信号と第１の処理部２２０からの画像信号を拡大または縮小処理する拡大縮小手段として
の拡大縮小部２３０、拡大縮小部２３０からの拡大または縮小された画像信号に墨加刷、
ガンマ変換処理などを施し、かつ、その処理方法などを拡大縮小部２３０からの拡大また
は縮小された識別信号にしたがって切換える第２の画像処理手段としての第２の処理部２
４０、および、第２の処理部２４０からの画像信号をプリンタ出力用に処理する出力部２
５０から構成されている。
【００５０】
以下、各部について詳細に説明する。
【００５１】
入力部２００は、前記カラースキャナ部１からの画像データを入力処理する。すなわち、
カラー画像処理を後段で行なうならば、カラースキャナ部１からのＲ，Ｇ，Ｂの画像デー
タをカラープリンタ部２における画像形成の色材量を制御する色材の３原色の画像データ
Ｃ（シアン）、Ｍ（マゼンタ）、Ｙ（イエロウ）に変換する。この色変換には種々の方法
があるが、たとえば、マスキング方程式などが用いられる。また、モノクロ画像処理を後
段で行なうならば、カラースキャナ部１からのＲ，Ｇ，Ｂの画像データから、たとえば、
Ｋ＝｛（１－Ｒ）＋（１－Ｇ）＋（１－Ｂ）｝／３といった変換式により、Ｋ（ブラック
）信号を生成する。
【００５２】
以上のように生成されたＣ，Ｍ，Ｙの画像データもしくはＫ信号、および、入力されたＲ
，Ｇ，Ｂの画像データは、識別部２１０、および、第１の処理部２２０など、後段の処理
部に送られる。
【００５３】
識別部２１０は、領域識別部２１１および属性識別部２１２から構成されている。領域識
別部２１１は、カラースキャナ部１からのＲ，Ｇ，Ｂの画像データから、周波数特徴量を
生成し、スメアリング処理などを施して矩形領域識別信号を生成し、属性識別部２１２へ
送る。この矩形領域識別信号は、文字領域、写真領域、下地領域などの領域種別を持って
いる。
【００５４】
なお、領域識別部２１１に入力されるＲ，Ｇ，Ｂの画像データは、複写時に行なわれる本
スキャン走査の前に行なわれるプリスキャンによって入力されたＲ，Ｇ，Ｂの画像データ
である。また、一般にプリスキャンは、本スキャンよりも解像度を低くし、高速スキャン
される。
【００５５】
属性識別部２１２は、入力部２００からのＣ，Ｍ，Ｙの画像データもしくはＫ信号から、
微分特徴量などを生成し、膨張処理などを施して文字識別信号を生成する。また、使用用
途によっては、領域識別部２１１からの矩形領域識別信号に応じて識別の特性を切換える
。この識別信号には、ＣＭＹ識別信号およびＫ識別信号など、いくつかの種類があり、後
段の処理部が処理の特性上必要な識別信号を使用する。
【００５６】
第１の処理部２２０は、画像処理部２２１、画像処理部２２２、および、画像信号切換部
２２３から構成されている。なお、この第１の処理部２２０は、Ｃ、Ｍ，Ｙ，Ｋの各色分
用意されており、それぞれ独立して各色の処理を行なうことができるようになっている。
【００５７】
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画像処理部２２１，２２２は、入力部２００からの画像信号に対し、エッジ強調のための
高域強調フィルタ処理や、原稿の網点などのモアレ低減のための低域フィルタ処理や、無
彩色の色領域に関する修正処理などを施す。ただし、画像処理部２２１および画像処理部
２２２は、それぞれ異なるフィルタ特性や無彩色処理特性などを持つようにしている。
【００５８】
画像信号切換部２２３は、識別部２１０からの識別信号にしたがい、画像処理部２２１お
よび画像処理部２２２のいずれかの出力信号を選択する。たとえば、文字、非文字を表わ
す識別信号にしたがい、より輪郭強調をした信号を文字部の画素で選択し、ざら付きを少
なくした信号を非文字の下地部分の画素で選択することができる。その結果、入力された
画像信号をより鮮明にする効果が得られる。
【００５９】
拡大縮小部２３０は、画像拡大縮小部２３１および識別信号拡大縮小部２３２から構成さ
れており、詳細は後述する。
【００６０】
第２の処理部２４０は、画像処理部２４１、画像処理部２４２、および、画像信号切換部
２４３から構成されている。なお、この第２の処理部２４０は、第１の処理部と同様、Ｃ
，Ｍ，Ｙ，Ｋの各色分用意されており、それぞれ独立して各色の処理を行なうことができ
るようになっている。
【００６１】
画像処理部２４１および画像処理部２４２は、画像拡大縮小部２３１からの画像信号に対
し、画像入力から画像出力までの装置全体の入出力関係を線形に補正するためのガンマ補
正処理や、ＣＭＹ信号からＫ信号を生成する墨加刷処理などを施す。ただし、画像処理部
２４１および画像処理部２４２は、それぞれ異なるガンマ補正特性や墨加刷処理特性を持
つようにしている。
【００６２】
画像信号切換部２４３は、識別信号拡大縮小部２３２からの識別信号にしたがい、画像処
理部２４１および画像処理部２４２のいずれかの出力信号を選択する。これにより、たと
えば、文字、非文字という識別信号にしたがい、その画素に合う処理結果を選択すること
ができる。
【００６３】
次に、本発明で最も重要である拡大縮小部２３０内の識別信号拡大縮小部２３２について
詳細に説明する。
【００６４】
図４は、識別信号拡大縮小部２３２の構成を示しており、大別して、画素切り分け部３０
０および拡大縮小演算部３１０にによって構成されている。画素切り分け部３００は、識
別部２１０からの識別信号に対し、メインＣＰＵ９１からの倍率や２枚の原稿を１枚に複
写出力する２イン１などの機能により決定される倍率に応じて画素を切り分け、保持する
。
【００６５】
切り分ける画素数は倍率の逆数で求められる。たとえば、倍率が５０％の場合、１÷０．
５＝２から、２画素を切り分けして保持する。また、倍率が２００％の場合、１÷２＝０
．５から、０．５画素を保持することになるが、この場合は切り上げて、１画素を切り分
けて保持する。
【００６６】
この様子を図５に示す。この図は、倍率が４０％の場合を示している。切り分けの対象画
素が１÷０．４≒２．２から、２．２画素ごとに識別信号を区切っていく。図５のように
、２．２画素ごとに区切っていても、対象画素は３画素または４画素となる。このように
、単に整数個の画素数で区切っていくのではなく、小数部分も考慮し、画素を区切り保持
する。
【００６７】
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算を施し、１画素分の情報として出力するもので、複数種の演算部、たとえば、ＯＲ（論
理和）演算部３１１、ＡＮＤ（論理積）演算部３１２、重み付き加算平均演算部３１３、
および、拡大縮小識別信号切換部３１４によって構成されている。
【００６８】
たとえば、識別信号が２値の場合、各画素は「１」か「０」かのいずれかであり、これに
施す演算として、たとえば、図６のようなＯＲ演算（論理和演算）や図７のようなＡＮＤ
演算（論理積演算）がある。これらの演算の結果、生成される拡大もしくは縮小された識
別信号をみると、ＯＲ演算の場合は、「１」になる画素が多く、ＡＮＤ演算では、「０」
になる画素が多い。
【００６９】
今、識別信号が「１」のとき文字画素、「０」のとき非文字画素を表わすとすると、ＯＲ
演算を施して縮小した識別信号は、文字画素が多くなり、ＡＮＤ演算では、非文字画素が
多くなることになる。
【００７０】
拡大縮小識別信号切換部３１４は、上記のように異なった演算による拡大もしくは縮小さ
れた識別信号、すなわち、演算部３１１，３１２，３１３の各出力を、メインＣＰＵ９１
からの原稿モードやカラーモードなどの情報、領域識別部２１１からの領域識別信号など
によって選択する。この選択パターンを、前述の演算特性を考慮してあらかじめ決定して
おくことで、より出力目的に合った画像処理が行なわれるような識別信号を生成すること
が可能となる。
【００７１】
以上の各ブロックは、メインＣＰＵ９１によって制御される。なお、あらかじめ与えられ
ている必要のあるデータについては、メインＣＰＵ９１がＲＯＭ３２などの記憶手段に格
納された値を呼出し、必要とするブロックに与えている。
【００７２】
次に、第２の実施の形態について説明する。
【００７３】
図８は、識別信号が多値になった場合の前記画像処理装置３６の構成を概略的に示してい
る。前述した第１の実施の形態に係る画像処理装置３６（図３）との相違点は、識別信号
によって切換えられる第１の処理部２２０および第２の処理部２４０における画像処理部
の数が２つではなく、多値の識別信号で表現できる数だけ存在する点にある。図８の例で
は、第１の処理部２２０は、それぞれ異なるフィルタ特性や無彩色処理特性などを持つ７
つの画像処理部２２１１～２２１７が存在し、第２の処理部２４０は、それぞれ異なるガ
ンマ補正特性や墨加刷処理特性を持つ７つの画像処理部２４２１～２４２７が存在する。
【００７４】
図９は、重み付き加算和平均演算の様子を示す。２値信号に対しても同様の事が行なえる
が、特に有用と思われる多値の場合についてのみ説明する。図９は、前述した図５と同様
に、倍率が４０％の場合を示している。対象画素の範囲が２．２画素となるので、対象画
素範囲の両端にある画素については、その画素が対象画素範囲に入っている割合を反映さ
せるようにする。
【００７５】
具体的な例を図１０に示す。最初の対象画素範囲２．２画素分に関して見ていくと、倍率
が４０％から、ａ＝１、ｂ＝１、ｃ＝０．２となる。画素の値がＡ＝２、Ｂ＝３、Ｃ＝４
とすると、この結果として得られる縮小された識別信号の１画素分は、下記数１のように
なる。これを四捨五入し、「３」として、縮小された識別信号として出力する。
【００７６】
【数１】
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【００７７】
一般に、上記のように、対象画素範囲に入っている割合を反映させる方法を、縮小処理で
は投影法、拡大処理では線形補間法と呼ばれている。
【００７８】
また、重み付き加算和平均演算以外にも、対象画素範囲のうち、最大値を選択する最大値
選択演算や、同様に最小値選択演算、中間値選択演算などを拡大縮小演算として使用でき
る。
【００７９】
図１１は、対象画素範囲の画素の最大値選択演算の例である。また、図１２は、対象画素
範囲の画素の最小値選択演算の例である。この図からも自明であるが、最大値選択は、縮
小された識別信号がより大きい値になり、最小値選択は、縮小された識別信号がより小さ
い値となる。
【００８０】
今、識別信号が「７」のとき文字画素、「０」のとき非文字画素を表わすとし、その間の
値は、値に応じた「文字らしさ」を表わすものとする。すなわち、この識別信号が大きい
ほど、文字である可能性が高くなる。最大値選択で縮小した識別信号は、より文字画素ら
しい画素が多い信号となり、最小値選択では、より非文字画素らしい画素が多い信号とな
る。また、投影法で縮小した場合、最大値選択と最小値選択との間の性質を持つことが期
待される。
【００８１】
拡大縮小識別信号切換部３１４は、識別信号が２値の場合と同様、前記のように異なった
演算による拡大もしくは縮小された識別信号を、メインＣＰＵ９１からの原稿モードやカ
ラーモードなどの情報、領域識別部２１１からの領域識別信号によって選択する。この選
択パターンを、前述の演算特性を考慮してあらかじめ決定しておくことで、より出力目的
に合った画像処理が行なわれるような識別信号を生成することが可能となる。
【００８２】
【発明の効果】
以上詳述したように本発明によれば、入力画像の特性などによって識別信号の拡大縮小処
理方法を切換え、その結果、得られた識別信号に基づき、入力画像に合った画像処理を選
択することで、原画像とのずれが少ない拡大縮小処理が行なえ、出力画像の高画質化が図
れる画像処理装置を提供できる。
【００８３】
また、本発明によれば、入力がカラー画像の場合、各色にそれぞれ画像の特性や色の特性
を考慮することで、更に出力画像の高画質化が図れる画像処理装置を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態に係る画像処理装置が適用される画像形成装置の内部構成を
模式的に示す側面図。
【図２】図１に示した画像形成装置の電気的接続および制御のための信号の流れを概略的
に示すブロック図。
【図３】図２における画像処理装置の第１の実施の形態に係る構成を示すブロック図。
【図４】図３における識別信号拡大縮小部の構成を示すブロック図。
【図５】図４における画素切り分け部の動作を説明する図。
【図６】図４の拡大縮小演算部におけるＯＲ演算の動作を説明する図。
【図７】図４の拡大縮小演算部におけるＡＮＤ演算の動作を説明する図。
【図８】図２における画像処理装置の第２の実施の形態に係る構成を示すブロック図。
【図９】図４の拡大縮小演算部における重み付き加算和平均演算の第１の動作例を説明す
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る図。
【図１０】図４の拡大縮小演算部における重み付き加算和平均演算の第２の動作例を説明
する図。
【図１１】図４における拡大縮小演算部の演算に最大値選択を使用した動作例を説明する
図。
【図１２】図４における拡大縮小演算部の演算に最小値選択を使用した動作例を説明する
図。
１……カラースキャナ部（画像入力手段）
２……カラープリンタ部（画像出力手段）
９１……メインＣＰＵ
２００……入力部（色変換手段）
２１０……識別部
２１１……領域識別部
２１２……属性識別部
２２０……第１の処理部（第１の画像処理手段）
２２１……画像処理部
２２２……画像処理部
２２３……画像信号切換部
２３０……拡大縮小部（拡大縮小手段）
２３１……画像拡大縮小部（画像拡大縮小手段）
２３２……識別信号拡大縮小部（識別信号拡大縮小手段）
２４０……第２の処理部（第２の画像処理手段）
２４１……画像処理部
２４２……画像処理部
２４３……画像信号切換部
２５０……出力部
３００……画素切り分け部（画素切り分け手段）
３１０……拡大縮小演算部（拡大縮小演算手段）
３１１……ＯＲ演算部（演算手段）
３１２……ＡＮＤ演算部（演算手段）
３１３……重み付き加算平均演算部（演算手段）
３１４……拡大縮小識別信号切換部
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【図１２】
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